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原著論文・報文原稿作成例	 表題は 18pt とする	 
―ここに副題	 (必要な場合のみ)は 11pt とする―	 

 
 

自然太郎*1・再生花子*2	 

*1自然株式会社（〒000-0000	 ○○県○○市○○町 1-1-1）	 
*2自然大学自然学部（〒000-0000	 ○○県○○市○○町 1-1-1）	 

 
要約	 このファイルは自然再生学会の原稿を作成するために必要な，レイアウトやフォントに関する情報を

記述しています。ここに要約(和文)を書きます。要約はフォントが10ポイントで300字程度とします。ここに

要約を書いた後一行あけて，次にキーワードを書いてください。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□	 

 
キーワード：ここに，キーワードを，５つ以内で，入力して，ください 
	 

	 

Ⅰ.原稿作成例について	 	 

1.原稿の書式について	 

原稿の書式についてはすべてのページ，ワードプロセ

ッサーを用い,A4版の用紙で横書きとします。用紙の余白

は上端，3cm，左右両端ならびに下端，2cm 開けてくださ

い。表題，著者名，要約，キーワード部分は１段組とし

46 行に設定します。それ以外の本文などは24 字×46 行

×2段組に設定します。	 

通しページ番号を下端中央に付けてください。	 

読点は「，」，句点は「。」を用いてください。	 

また，この原稿作成例にある「１行あける」とは文字

サイズ10ptの大きさを指しています。	 

2.表題ページについて	 

表題ページに，表題，著者名，要約(和文)，キーワー

ドの順に 1 ページに収まるようにしてください。その後

同じページから本文を書き始めてください。	 

表題：日本語部分，ゴシック体 18 pt  ,中央揃え 
	 	 	 副題部分(必要な場合のみ)，ゴシック体 11pt 中央揃

え 
著者名：明朝体 12 pt，中央揃え。所属が違う場合は上

付きで*1と加筆し、下の所属に反映してくださ
い。 

所属名：明朝体 10.5 pt 、所在地も記載してください。 
要約：明朝体，10pt 
キーワード：明朝体（斜体）,10.5pt  

3.本文部分について	 

(1)レイアウト・フォントについて	 

	 本文はキーワードとの間を１行程度空けてから書き出

してください。 
本文は章の見出し以外は文字サイズは10ptとし，明朝
体とします。章の見出しは11ptフォントとします。 
(2)構成・見出しについて	 

本文中の見出しのレベルは，章，節，項の 3 段階まで
とします。章の見出しはゴシック体とし，Ⅰ.などのロー
マ数字に続けて書いてください。また，見出しの上に 2
行，下に1行,空けてください。ただしページが切り替わ
った時は見出しが 上部に来るように調整してください。 
節の見出しもゴシック体で１.などの数字に続けて書い
てください。見出しの上だけ一行空けてください。 
項の見出しは，ゴシック体で (1)などの括弧付き数字を
付けてください。上下は空けません。項より下位の見出

しは用いないで下さい。以下に例を示します。 
 
 
Ⅱ.方法(章の見出し)	 

2.対象地(項の見出し)	 

(1)○○タイプの地域(節の見出し)	 

(3)表・図について	 

表・図・写真は中央揃えとし，本文中に入れ,「表-１」，
「図-１」のように通し番号をつけてください。タイトル

上辺余白 30	 mm 

左余白 20	 mm 

ゴシック，18	 pt 

１行あける 

2 行あける 

1 行あける 

イタリック，10.5	 pt	 

MSゴシック，11	 pt	 
2 行あける 

2行あける 

 

下辺余白20	 mm 

著者名は明朝 12	 pt 
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はフォントが太字のゴシック体で10pt，表は上側，図・
写真は下側にそれぞれ明記してください。図表内の文字

サイズは，8pt以上小さくならないように注意して作成し
てください。以下に例を示します。 

 
表-１タイトルは表の上	 

 

 
図-1 タイトルは図の下	 

	 

4.謝辞について	 

謝辞が必要な場合は本文の後に書いてください。 

5.引用文献について	 

引用文献は本文中に引用されたものに限ります。引用

箇所にはこのように 1)本文の出現する順番に，該当する箇

所の右肩に数字を記載してください。引用文献は本文の

後にまとめてリストとして示してください。 
下記に引用リストの例を示します。 
引用文献 
1)美尾塔夫・生態花子 (2009)：○○に関すること．	 ○
○学会誌， 11 (7)，	 140-149． 
2)Bio，T．and Seitai，H．(2009):	 ○○nikansurukoto．	 
journal of bio-tope, 2 (1), 23-29． 
3)美尾塔夫（2009）：『○○文化論』．○○出版．  
4)生態花子（2009）：○○における計画理念(美尾塔夫編,
『○○学』)．××書店，東京,pp115-130． 
6)美尾塔夫：○○の理念	 http://www.○○.index.htm． 
 
6.要約(英文)について（報文は任意です。） 
英文要約は引用文献の後に下のように一段組みで,中央揃
えで書いてください。フォントは Times-New-Romanの
10.5ptで200語程度とします。

 
 

Thesis concerning nature restoration 
Sizen TARO and Saisei HANAKO  

 
The summary (English) is written here. 

Font should be a 10.5-point Times-New-Roman.  

2 行あける 

１行あける 

12	 pt 

10.5	 pt 

10.5	 pt 


